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平素より地域の先生方におかれましては、市立大津市民病院の地域

医療連携にご理解・ご協力いただき、ありがとうございます。神経内科の

診療においても、地域の先生方との診療連携は大きな柱です。この場を

お借りして、さらなる連携強化のために神経内科の診療内容について紹

介させていただきます。 
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の紹介  

現在、神経内科は神経内科専門医4名と専攻医1名の 5名体制で診療を行っています。脳血管障害

等の急性期に関しては、外来あるいはERにおいて24時間対応させていただいています。それ以外の神

経疾患については月～金まで午前中に初診外来を開設していますので、地域医療連携室を通じて予約

を取っていただくことになります。当日中の対応が必要な場合でも、地域医療連携室にご連絡いただけ

れば、対応させていただきます。 

認知症に関しては、進行してしまうと患者様の協力が得にくくなり、十分な検査が行えず、治療対応も

難しくなってきます。そのため物忘れの徴候が見られた早期の段階で、頭部CTまたはMRI によるスクリ

ーニング検査の上、認知症の鑑別診断のため、必要に応じて脳血流シンチ・DAＴシンチも行い、今後の

対応の仕方を考えていくべきです。初期の認知症では経時的変化を観察していくこと自体も重要ですの

で、「物忘れ」にお気づきの段階でご紹介下さい。 

 眼が開きにくくなる片側顔面痙攣や眼瞼痙攣、意図せず顔が側方など正面以外を向いてしまう痙性

斜頸、脳卒中などの後遺症による上下肢の痙縮でお悩みの患者様はお近くにいらっしゃいませんでし

ょうか？こうした症例は決して少なくないはずです。当科ではボツリヌス治療を積極的に行っています

ので、ご紹介をお待ちしています。予約の際には「ボツリヌス治療希望」とお書き添えいただけると、ボ

ツリヌス治療担当医師が対応させていただきます。その際、「実際にボツリヌス治療をするかどうかは、

担当医師が診察した上で判断し、後日あらためてボツリヌス治療になる」ことを患者様に説明いただけ

ると助かります。 

正確な診断をつけるだけでなく、患者様に少しでも良くなっていただく治療まで行えることをめざして

努力していきたいと思います。 
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7月6日（木）「消化管粘膜障害を考える勉強会 in 大津」を開催

しました。院内外から、53名の出席があり有意義な勉強会となり

ました。 

基調講演として、当院消化器内科寄木浩行医長より「当院にお

ける薬剤起因性上部消化管粘膜障害の現状」をテーマに、低用

量アスピリンが原因で起こる出血性胃十二指腸潰瘍の発生頻度

やそれが脳梗塞や心筋梗塞などの原疾患の予後に与える影響、

またプロトンポンプインヒビターの併用による予防について当院

のデータを交えて説明がありました。 

 

特別講演は、京都府立医科大学大学院消化器内科内藤裕二准教授をお招きし、「変わりつつある

消化管疾患治療：胃酸と腸内フローラからの新展開」をテーマに、新規酸分泌抑制薬のボノプラザンに

より変わりつつある逆流性食道炎、胃十二指腸潰瘍、ヘリコバクター・ピロリ菌の治療、腸内フローラと

全身性疾患との密接な関連とこれに着目した新たな治療法の可能性、酸分泌抑制薬に影響をうけた

腸内フローラと小腸・大腸疾患の関連などについて説明がありました。 

本勉強会は、大津市医師会の後援をいただき、院内で開催した初めての勉強会でした。今後もこの

ような会を通して情報共有を行い、より良い病診連携に繋げていきたいと考えています。どうぞ宜しくお

願い致します。 

平成29年4月1日に地方独立行政法人へ移行した当院では、今日までの118年の歴史や歩みを振

り返り、関係者の方々へ感謝申し上げることを目的として、7月22日(土)に当院本館２階ホールにて

｢市立大津市民病院118年の歩みと感謝の集い｣を開催いたしました。 

当日は、約80名の関係者の方々にご参加いただき、大津市長並びに片岡理事長・院長からの式辞

やご来賓からの祝辞、当院のためにご尽力いただいた方々への感謝状贈呈などが行われました。 

また本館１階廊下「ホスピタルストリート」には、これまでの当院の歴史を紹介するパネルを展示し、

関係者の方々にご覧いただきました。 

当院は、今後も｢今から未来｣を合い言葉に、｢市民とともにある健康・医療拠点｣のさらなるバージョ

ンアップを目指して新たな歩みを進めてまいります。 
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談話コーナー 

小児科新生児室入口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７Ａ病棟は、外科・消化器内科・脳神経外科の混合病棟です。 

周術期・化学療法・検査・終末期の患者様に対し効率的で安全な

質の高い看護を提供するため業務の遂行、改善に努めています。 

周術期の看護ではロボット支援手術も導入されており全身状態の観察と異常の

早期発見に努めるなど、それぞれ患者様の状態に合わせた看護を提供しています。 

化学療法では治療の副作用の観察と薬剤指導を行い、患者様の苦痛の緩和を支

援しています。 

消化器内科の検査・治療では、内視鏡センターと協働して計画的な医療・看護に取

り組んでいます。 

7A 病棟看護師長 

山本 芳美 

また、医師、薬剤師、歯科衛生士、理学療法士、緩和

ケアチーム、医療ソーシャルワーカーなどと、其々の専

門性を活かしたチーム医療を展開しており、患者様一

人ひとりに合わせた医療・看護が提供できるよう努めて

います。このように、患者様が安心して治療が受けられ

不安なく退院後の生活が送れるようスタッフ一同患者様

に寄り添える看護をめざしています。 

6月30日(金)に、３C病棟から5A病棟への移転が完了し、診療科編成も新たに7月1日(土)より再オ

ープンいたしました。 

新生５Ａ病棟は、小児科（ＮＩＣＵ準拠病床５床含む）、内科、神経内科、耳鼻咽喉科、歯科口腔外科

の計45床の混合病棟となりました。 

引っ越しは大変でしたが、明るくて笑顔一杯のスタッフが日々奮闘しています。 

今後とも新生5A病棟ともども市立大津市民病院をどうぞよろしくお願いいたします。 

プレイルーム 

中の様子 

は、次号で 

詳しく！！ 
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土曜日は通常 8：15～12：30 まで地域医療連携室業
務を行っておりますが、8/12（土）は休業させていた
だきます。いただきましたファクスにつきましては
8/14（月）対応となりますので、何卒よろしくお願いい
たします。 

 

●次回の健康講座開催予定● 

9 月 22 日（金） 14 時～15 時 30 分 

テーマ：「～もうツラくない！大腸の新しい検査～ 

大腸 CT 検査のお話」 

講 師：消化器内科 田中 順子 

場 所：市立大津市民病院 9 階大会議室 

 参加費・駐車料金：無料 

お申し込み・お問い合わせ 

地方独立行政法人 市立大津市民病院 2階 

地域医療連携室 （直接来院またはお電話にて） 

TEL：077-526-8192 （平日 13：00～17：00） 

第1回 健康講座 

内容は、これから増加することが予想される認知症の基礎、認知症を予防する食事や運動、生活

習慣に関するものなどでした。講演の後には質問コーナーや簡単なゲーム、軽い体操もあり、とても

楽しく和やかな雰囲気の講座となりました。終了後のアンケートでも、「とても分かり易く参考になっ

た。」「自分は認知症とは関係ないと思っていたが、これから食生活にも気を付けていきたい。」「色ゲ

ーム、体操、おもしろかった。」との意見が多く、とても好評でした。 

平成29年6月28日（水）14時～15時、市立大津市民病院9階大会議室にて、

平成29年度第１回市立大津市民病院大学 健康講座を開催いたしました。講

師は、当院認知症看護認定看護師 和田 みどり、テーマは「認知症ってどん

な病気？」で、参加者は院内8名、院外60名の計68名でした。 

① 

② 

③ 

④ 

1.氏名：饗場 千夏（あいば ちなつ） 
 
2.出身大学と卒業年度 
兵庫医科大学 平成 28 年 3 月卒業 
 
3.Dr.をめざした理由 
入院や手術を経験したためです。 
 
4.どんな Dr.になりたい？ 
患者さんの心の支えになれるような医師です。 
 
5.研修を通して感じたこと 
コメディカルの方々との意思疎通の重要性を 
日々感じています。 
 
6.地域の先生方へのメッセージ 
お忙しい中、地域研修にご協力いただきありがとうござ
います。地域研修の際には宜しくお願い申し上げます。 

たなばたコンサート 

7月5日（木）市立大津市民病院本館1階正面玄関

ロビーで職員有志による「たなばたコンサート」を開

催しました。 

ヴァイオリン、フルート、ピアノによるソロやデュ

オ、アンサンブルでは、一度は耳にしたことがある

曲の演奏に、会場のみなさんもメロディーを口ずさ

んだり、リズムをとったりして楽しんでおられました。 

最後は全員で「夏の思い出」と「琵琶湖周航の

歌」を合唱し、笑顔でコンサートを締めくくりました。 
8/12（土）の地域医療連携室の休業について 

本年度当院では、19名の研修医(1年目：11名､2年目：8名)を受け入れて

います。研修プログラムでは、地域の先生方のお世話になることもあると

思いますが、このコーナーではそんなフレッシュな研修医をどんどん紹介

していきます！ 

作：まきろん 


